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３
月
の
定
例
市
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
議
長
並
び
に
副
議
長
の
要
職

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
議
員
生
活
の
様
々
な

経
験
中
で
「
も
っ
と
市
民
に
開
か

れ
た
市
議
会
」
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

市
役
所
だ
け
で
な
く
、
町
田
市
の

課
題
に
つ
い
て
市
議
会
と
し
て
地

域
に
積
極
的
に
活
動
の
場
を
広
げ
、

皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
行

政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
、
市

議
会
で
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
や
引

き
続
き
予
断
を
許
さ
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
少
子
高

齢
化
や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

よ
る
財
政
状
況
へ
の
影
響
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、
地
方

自
治
体
や
地
方
議
会
に
求
め
ら
れ

る
も
の
は
大
変
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

山
積
す
る
町
田
市
の
課
題
に
つ

い
て
、
市
民
の
意
見
を
積
極
的
に

伺
う
体
制
を
構
築
し
、
皆
さ
ま
と

と
も
に
、
今
後
も
町
田
市
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ

○
東　

友
美　
　
　

秋
田
し
づ
か

　

渡
辺
さ
と
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小
野
り
ゅ
う
じ
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み
ど
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和
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森
本
せ
い
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戸
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正
人

　

今
村　

る
か

　
公
明
党

○
お
ん
じ
ょ
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由
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小
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村
ま
つ
俊
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松
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ひ
ろ
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山
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お
く　

栄
一

　
自
由
民
主
党

○
佐
藤
伸
一
郎　
　

加
藤　

真
彦

　

石
川　

好
忠　
　
三
遊
亭
ら
ん
丈

　

藤
田　

学

　
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会

○
木
目
田
英
男　
　

渡
辺
厳
太
郎

　

白
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哲
也　
　

い
わ
せ
和
子

　

若
林　

章
喜

　
日
本
共
産
党

○
細
野　

龍
子　
　

田
中　

美
穂

　

佐
々
木
智
子　
　

殿
村　

健
一

　
無
所
属

○
松
岡
み
ゆ
き　
　
新
井
よ
し
な
お

　

吉
田
つ
と
む

　
諸
派

　

お
ぜ
き
重
太
郎　

矢
口　

ま
ゆ

　

諸
派

　

熊
沢
あ
や
り

　

諸
派

　

中
川
幸
太
郎

（
令
和
４
年
３
月
１1
日
現
在
）

�

○
は
会
派
代
表
者

　
「
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
」
は
、

市
政
に
対
し
「
市
民
の
目
線
と
立

場
」
を
第
一
に
考
え
行
動
し
ま
す
。

①
「
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
」、

子
育
て
し
や
す
い
街
に
し
ま
す
。

②
「
学
校
統
廃
合
」
は
適
正
な
学

級
配
置
を
進
め
、
閉
校
後
は
避
難

所
、
地
域
活
動
の
場
と
し
て
活
用

を
進
め
ま
す
。

③
「
障
が
い
児
・
者
」
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま

　

３
名
以
上
で
構
成
さ
れ
る
会
派
に
つ
い
て
抱
負
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
会
派
の
所
属
議
員
に
つ
い
て
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

④
全
世
代
が
「
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る

地
域
環
境
整
備
」 

を
進
め
ま
す
。

⑤
「
交
通
不
便
地
域
」
の
解
消
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑥
「
認
知
症
当
事
者
と
家
族
介
護

者
」
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を

つ
く
り
ま
す
。

⑦
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
等
」
多
様
性
を

尊
重
す
る
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。

ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

公
明
党
は
立
党
精
神
「
大
衆
と

と
も
に
」
を
原
点
と
し
、
子
育
て
、

教
育
、
福
祉
を
柱
と
し
て
政
策
実

現
に
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
に

は
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
着
実
な
推

進
②
医
療
体
制
の
強
化
③
情
報
モ

ラ
ル
教
育
の
推
進
④
防
災
給
食
セ

ン
タ
ー
設
置
に
よ
る
中
学
校
全
員

給
食
⑤
給
食
費
無
償
化
⑥
高
校
生

医
療
費
無
償
化
⑦
同
性
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
⑧
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
解
消
⑨
高
齢
者
見
守
り
強
化

⑩
地
震
や
豪
雨
対
策
強
化
⑪
多
摩

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
の
早
期
実

現
⑫
町
田
駅
・
周
辺
市
街
地
、
鶴

川
駅
の
再
開
発
⑬
災
害
時
要
配
慮

者
の
避
難
体
制
強
化
⑭
地
域
交
通

の
充
実
⑮
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
⑯
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
の
建
設
⑰

魅
力
あ
る
公
園
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
環
境
整
備
⑱
児
童
相
談
所
の

設
置
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

我
々
、
自
由
民
主
党
会
派
は
、

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
地

域
の
伝
統
と
文
化
を
尊
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
分
け
入
り
、
そ
こ

で
聞
か
さ
れ
た
声
や
思
い
を
か
な

え
る
た
め
に
、
責
任
と
実
行
力
を

も
っ
て
、
行
政
に
対
し
て
積
極
的

に
政
策
を
提
言
す
る
、
穏
健
な
保

守
の
会
派
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
に
示
す
項
目

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
多
く
の
方
々
が
町
田
に
住
み
、

訪
れ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
町
田

の
魅
力
を
増
進
さ
せ
ま
す
。

②
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
社
会
環

境
を
整
備
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
包

括
的
な
ケ
ア
を
配
備
し
ま
す
。

③
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

環
境
を
整
備
し
、
子
ど
も
や
そ
の

親
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
町
田
を

目
指
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
町
田
市
の
三

分
の
一
の
小
中
学
校
を
な
く
す
統

廃
合
計
画
の
中
止
を
求
め
ま
す
。

通
学
距
離
を
延
ば
し
、
子
ど
も
た

ち
の
学
ぶ
環
境
を
変
え
、
地
域
の

避
難
所
を
奪
う
計
画
は
中
止
し
て
、

少
人
数
学
級
や
学
校
給
食
費
無
償

化
を
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉

の
切
捨
て
を
や
め
、
国
保
税
の
６

年
連
続
値
上
げ
は
中
止
し
て
、
市

民
の
命
と
暮
ら
し
、
営
業
を
守
る

市
政
に
転
換
す
る
べ
き
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
が
浮
き
彫
り
に
し
た
自

治
体
の
役
割
は
、
市
民
の
命
を
守

る
た
め
に
、
保
健
所
体
制
や
市
民

病
院
の
充
実
、
介
護
や
保
育
な
ど

ケ
ア
ワ
ー
ク
へ
の
支
援
で
す
。
中

心
市
街
地
や
ハ
コ
モ
ノ
優
先
の
計

画
を
見
直
し
、
市
民
に
寄
り
添
い
、

命
や
暮
ら
し
を
守
る
市
政
に
転
換

す
る
た
め
に
、
全
力
で
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

無
所
属
議
員
３
名
で
構
成
す
る

会
派
で
す
。
政
党
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
し
が
ら
み
の
な
い

立
場
で
「
住
み
よ
い
町
田
」
を
創

る
べ
く
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
が
解
決
す
べ
き
課
題
は
、
老

朽
化
し
た
施
設
の
建
替
え
や
、
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
に
よ

る
税
収
減
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
安

定
し
た
財
政
の
町
田
づ
く
り
を
行

い
つ
つ
、
①
子
育
て
し
や
す
い
街
、

②
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
、

③
コ
ロ
ナ
感
染
症
・
災
害
に
強
い

街
、
④
交
通
文
化
都
市
を
目
指
し
、

交
通
不
便
地
域
解
消
と
に
ぎ
わ
い

の
街
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
と
議
会
の
情
報
公

開
を
限
り
な
く
追
及
し
、
行
政
の

施
策
決
定
過
程
の
見
直
し
や
、
議

会
改
革
も
継
続
し
て
行
い
、
市
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
創
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

戸
塚
　
正
人

戸
塚
　
正
人  

議
　
長
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長
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和
子

い
わ
せ
和
子  

副
議
長

副
議
長
を
選
出

を
選
出

ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ

公
　
明
　
党

自
由
民
主
党

日
本
共
産
党

選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会

無
　
所
　
属

　
改
選
後
の
３
月
定
例
会
で
は
、
３
月
９
日
に
正
・
副
議
長
の
選
挙
、
３
月
10
日

に
常
任
委
員
会
な
ど
の
議
会
人
事
の
改
選
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
戸
塚
正
人
議
長
（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）、
い
わ
せ
和
子
副
議
長
（
選
ば
れ
る

町
田
を
つ
く
る
会
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

戸塚　正人　議長いわせ和子　副議長

会
派
構
成

会
派
の
抱
負

就
任
の
あ
い
さ
つ

会　派　名 人数 会　派　名 人数

ま ち だ 市 民 ク ラ ブ 9 無 所 属 3

公 明 党 6 諸 派 2

自 由 民 主 党 5 諸 派 1

選ばれる町田をつくる会 5 諸 派 1

日 本 共 産 党 4 計 36

　
会
派
と
は
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た

様
々
な
施
策
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

同
じ
よ
う
な
考
え
方
や
意
見
を
持
つ
議
員

同
士
の
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る

会
」
は
、
選
ば
れ
る
町
田
、
選
ば

れ
続
け
る
町
田
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
二
元
代
表
制
に
お
け
る
行
政

と
対
等
な
立
場
で
論
議
で
き
る
議

会
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
の

も
と
、
議
会
で
の
議
論
を
活
性
化

さ
せ
、
骨
太
で
筋
肉
質
の
議
論
を

展
開
す
べ
く
結
集
し
た
会
派
で
す
。

　

独
り
よ
が
り
の
議
論
で
は
な
く
、

共
に
意
見
を
聞
き
、
共
に
話
し
合

い
、
共
に
高
め
合
い
、
市
民
か
ら

も
議
会
の
中
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る

会
派
と
な
り
、
開
か
れ
た
議
会
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

当
面
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
優

先
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

市
政
に
対
し
て
は
根
幹
を
成
す
財

政
的
な
部
分
か
ら
ま
ち
づ
く
り
、

経
済
、
防
災
、
子
育
て
等
市
政
に

対
す
る
様
々
な
政
策
提
言
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。


